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源
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歌
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補
遺
中
川
博
夫
は
じ
め
に
　
『
鶴
見
日
本
文
学
』
第
十
八
号
（
平
二
六
・
三
）
に
掲
載
し
た
「
源
親
行
の
和
歌
注
解
」
で
、
親
行
の
和
歌
45
首
を
取
り
上
げ
た
。
そ
こ
で
見
落
と
し
て
い
た
和
歌
５
首
を
取
り
上
げ
、
注
解
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
便
宜
上
、
前
稿
の
続
き
と
し
て
、
見
出
し
（
節
）
の
番
号
を
「
六
」
と
す
る
が
、
年
次
の
順
序
で
言
え
ば
、「
四　
東
撰
和
歌
六
帖
抜
粋
本
」
と
「
五　
拾
遺
風
体
和
歌
集
、
隣
女
和
歌
集
」
と
の
間
に
位
置
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
歌
番
号
を
㊻
～
㊿
と
す
る
が
、
こ
れ
も
本
来
は
㊸
～
㊼
で
あ
る
。
六
　
宗
尊
親
王
弘
長
二
年
歌
合
二
種
　
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
に
、
恐
ら
く
は
宗
尊
親
王
が
主
催
し
た
と
思
し
い
二
種
の
歌
合
が
あ
る
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『
定
家
家
隆
両
卿
歌
合
幷
弘
長
歌
合
』（
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
Ｈ—
743—
50
）
に
合
冊
さ
れ
て
い
る
（
以
下
「
歴
博
本
」
と
略
記
）。
こ
れ
は
、
小
川
剛
生
が
見
出
し
、
人
間
文
化
研
究
機
構
連
携
展
示
「
う
た
の
ち
か
ら
―
和
歌
の
時
代
史
―
」（
平
一
七
・
一
〇
～
一
一
）
に
出
展
さ
れ
、
そ
の
後
、
佐
藤
智
広
「
宗
尊
親
王
弘
長
二
年
歌
合
二
種
に
つ
い
て
」（『
昭
和
学
院
国
語
国
文
』
三
七
、
平
二
一
・
三
）
が
、
翻
三
二
刻
紹
介
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
功
績
は
小
さ
く
な
い
。
佐
藤
論
で
は
、
内
題
「
弘
長
歌
合
」
の
も
の
を
Ａ
、
同
「
歌
合　
弘
長
二
年
三
月
十
七
日
」
の
も
の
を
Ｂ
と
し
、「
両
歌
合
と
も
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
春
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
言
い
、
他
出
文
献
の
検
証
か
ら
、「
宗
尊
親
王
主
催
の
鎌
倉
で
の
歌
合
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
」
と
し
、
弘
長
元
年
七
月
七
日
の
『
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
』
の
「
余
波
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
小
規
模
な
歌
合
が
行
わ
れ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
」
と
言
う
。
　
Ａ
の
出
詠
者
（
左
・
右
）
は
、
宗
尊
親
王
（
女
房
）・
真
観
、
藤
原
能
清
・
北
条
時
広
、
源
時
清
・
北
条
時
遠
、
惟
宗
忠
景
・
源
親
行
、
円
勇
・
藤
原
（
鎌
田
）
行
俊
、
素
暹
・
公
朝
で
、
全
一
二
名
。
歌
題
は
、
花
・
郭
公
・
月
・
雪
・
恋
の
五
題
の
全
三
十
番
（
六
番
欠
）
で
あ
る
。
Ｂ
の
出
詠
者
は
、
宗
尊
親
王
（
女
房
）・
真
観
、
藤
原
能
清
・
北
条
時
広
、
源
時
清
・
北
条
時
遠
、
円
勇
・
藤
原
（
鎌
田
）
行
俊
、
素
暹
・
公
朝
で
、
全
一
〇
名
。
Ａ
の
四
つ
目
の
番
の
惟
宗
忠
景
・
源
親
行
の
番
が
Ｂ
に
は
な
い
。
歌
題
は
、
月
前
花
・
霞
中
花
・
山
路
花
・
閑
居
花
・
河
上
花
の
五
題
で
、
全
二
十
五
番
で
あ
る
。
Ａ
と
Ｂ
は
共
に
、
勝
負
付
け
は
あ
り
、
そ
の
一
部
に
小
字
書
き
入
れ
の
注
が
付
さ
れ
て
は
い
る
が
、
完
全
な
判
詞
と
は
言
え
ず
、
判
者
も
不
明
で
あ
る
。
　
即
ち
、
Ａ
『
弘
長
歌
合
』
で
、
親
行
は
、
四
つ
目
の
番
の
右
方
に
「
前
河
内
守
親
行
」
と
し
て
、
左
方
「
左
衛
門
尉
惟
宗
忠
景
」
と
番
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
忠
景
は
、
忠
綱
男
で
、
五
郎
左
衛
門
尉
と
号
す
る
。
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
生
、
正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）
五
月
に
、
六
十
歳
で
没
し
た
。
五
位
に
補
さ
れ
、
検
非
違
使
、
常
陸
介
に
任
じ
た
。
な
お
、
杉
本
雅
人
『
増
訂　
越
前
島
津
氏
―
そ
の
事
歴
と
系
譜
［
新
装
版
］』（
平
二
八
・
一
二
）
が
、「
第
五
章　
島
津
忠
景
―
将
軍
家
家
臣
と
し
て
存
在
感
を
示
し
た
武
家
歌
人
」
と
し
て
、
こ
の
忠
景
の
閲
歴
と
系
譜
上
の
位
置
づ
け
を
論
じ
、「
忠
景
の
詠
歌
」
に
も
論
及
し
て
、
詠
作
を
集
成
す
る
。
そ
こ
に
、
こ
の
『
弘
長
歌
合
』
の
忠
景
と
親
行
の
計
五
番
の
本
文
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
歌
合
の
親
行
詠
五
首
を
、
忠
景
詠
を
併
せ
て
見
て
み
た
い
と
思
う
。
本
文
は
、
歴
博
本
の
写
真
版
に
拠
り
、
右
記
の
佐
藤
翻
刻
本
文
を
参
照
す
る
。（　
）
内
の
歌
番
号
も
そ
の
付
番
。［　
］
は
虫
損
を
示
す
。
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㊻
散
り・
散ち
ら
ぬ
絶
え・
間ま
や
い
づ
こ
白しら
雲
の
八
重
立た
つ
山
の
嶺
の
桜
木
（
花
・
四
番
・
八
）
　
『
堀
河
百
首
』
の
「
花
咲
け
ば
峰
に
八
重
立
つ
白
雲
の
晴
る
る
絶
え
間
や
散
れ
る
な
る
ら
ん
」（
春
・
桜
・
一
四
七
・
国
信
）
を
本
歌
の
よ
う
に
踏
ま
え
て
、
花
盛
り
の
景
趣
に
詠
み
直
す
。
そ
の
点
で
は
、
主
想
は
「
白
雲
は
四
方
の
山
辺
に
た
な
び
き
て
絶
え
間
も
見
え
ぬ
花
の
盛
り
か
」（
久
安
百
首
・
春
・
一
一
四
・
公
能
）
に
近
い
。
あ
る
い
は
、
微
か
に
「
春
の
色
の
到
り
到
ら
ぬ
里
は
あ
ら
じ
咲
け
る
咲
か
ざ
る
花
の
見
ゆ
ら
む
」（
古
今
集
・
春
下
・
九
三
・
読
人
不
知
）
が
意
識
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
初
句
の
「
散
り
散
ら
ぬ
」
は
、
為
家
の
「
散
り
散
ら
ぬ
程
を
か
た
ら
ん
山
桜
ま
だ
見
ぬ
人
に
を
り
は
や
つ
さ
じ
」（
為
家
千
首
・
春
・
一
二
二
）
に
学
ん
だ
か
。
こ
れ
は
、「
咲
き
咲
か
ず
よ
そ
に
て
も
見
む
山
桜
峰
の
白
雲
立
ち
な
隠
し
そ
」（
後
撰
集
・
春
・
三
八
・
読
人
不
知
）
の
「
咲
き
咲
か
ず
」
か
ら
発
想
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
左
の
忠
景
詠
「
雲
を
だ
に
誘さそ
ひ
な
果は
て
そ
春
の
風
散・
り
な
ば
な
げ
の
花
の
形
見
〔
に
〕」（
七
）
が
勝
つ
。
こ
れ
は
、「
う
つ
ろ
へ
ば
人
の
心
ぞ
あ
と
も
な
き
花
の
形
見
は
峰
の
白
雲
」（
新
勅
撰
集
・
春
下
・
一
〇
九
・
行
能
）
に
依
拠
し
た
と
思
し
い
。「
散
り
な
ば
な
げ
の
」
は
、「
い
ざ
今
日
は
春
の
山
辺
に
ま
じ
り
な
む
暮
れ
な
ば
な
げ
の
花
の
蔭
か
は
」（
古
今
集
・
春
下
・
九
五
・
素
性
）
の
異
伝
「
い
ざ
今
日
は
春
の
山
辺
に
ま
ど
ひ
な
ん
散
り
な
ば
な
げ
の
花
の
蔭
か
は
」（
綺
語
抄
・
四
四
〇
）
に
倣
っ
た
か
。
第
二
句
の
「
誘
ひ
な
果
て
そ
」
は
、
宇
都
宮
景
綱
の
「
鶴
岳
社
十
首
歌
」
詠
に
「
あ
り
て
世
の
の
ち
は
憂
く
と
も
桜
花
誘
ひ
な
果
て
そ
春
の
山
風
」（
新
和
歌
集
・
春
・
七
五
。
続
拾
遺
集
・
雑
春
・
五
一
〇
）
が
あ
り
、
そ
の
他
に
も
『
新
和
歌
集
』
に
一
首
（
雑
秋
・
一
六
二
・
頼
綱
）、『
東
撰
六
帖
抜
粋
本
』
に
一
首
（
冬
・
三
七
七
・
落
葉
・［　
　
］
右
衛
門
督
）
見
え
、
関
東
圏
に
詠
ま
れ
始
め
た
句
形
と
思
し
い
。
忠
景
の
一
首
も
そ
の
中
に
あ
る
。
　
㊼
郭
公
涙なみた借か
れ
ば
や
老
い・
が
世よ
の
寝ね
さ覚
め
の
空
に
声
の
聞き
こ
ゆ
る
（
郭
公
・
十
番
・
一
八
）
　
「
声
は
し
て
涙
は
見
え
ぬ
郭
公
我
が
衣
手
の
漬
つ
を
借
ら
な
む
」（
古
今
集
・
夏
・
一
四
九
・
読
人
不
知
）
を
本
歌
に
し
て
、「
我
が
衣
三
四
手
の
漬
つ
を
借
ら
な
む
」
を
「
涙
借
れ
ば
や
」（
私
の
涙
を
借
り
た
の
で
）
と
展
開
し
た
趣
で
あ
る
が
、
全
体
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
分
か
り
に
く
い
。「
老
い
が
世
の
寝
覚
め
に
」
泣
く
私
は
涙
を
流
し
、
同
情
し
た
「
郭
公
」
も
私
の
涙
を
借
り
て
一
緒
に
泣
き
鳴
く
声
が
空
に
聞
こ
え
る
、
と
い
う
趣
意
で
あ
ろ
う
か
。
主
想
と
し
て
は
、
例
え
ば
「
聞
き
も
あ
へ
ず
涙
こ
ぼ
れ
ぬ
時
鳥
老
い
の
寝
覚
め
の
暁
の
声
」
（
寂
然
法
師
集
・
春
・
三
二
）
に
近
い
の
で
あ
ろ
う
。
宗
尊
の
類
詠
「
物
思
ふ
寝
覚
め
の
空
の
郭
公
誰
か
ま
さ
る
と
な
く
な
く
ぞ
聞
く
」
（
瓊
玉
集
・
夏
・
一
一
八
）
と
の
先
後
は
不
明
で
、
為
家
の
類
詠
「
聞
き
て
こ
そ
涙
は
落
つ
れ
時
鳥
老
い
の
寝
覚
め
の
夜
半
の
明
け
方
」
（
為
家
集
・
夏
・
文
永
元
年
四
月
十
六
日
庚
申
郭
公
続
三
十
首
・
四
五
九
）
は
後
出
で
あ
る
。
左
の
忠
景
詠
に
負
け
た
の
は
、
親
行
詠
の
不
分
明
さ
が
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
そ
の
忠
景
詠
「
鳴な
け
や
鳴な
け
早（い
つ
）晩
と
頼たの
め
て
時
鳥
五
月
も
い
ま
だ
つ
ら
な
か
る
ら
ん
」（
一
七
）
は
、「
鳴
け
や
鳴
け
高
田
の
山
の
郭
公
こ
の
五
月
雨
に
声
な
惜
し
み
そ
」（
拾
遺
集
・
夏
・
一
一
七
・
読
人
不
知
）
を
本
歌
に
す
る
。
ま
た
、
宗
尊
の
「
こ
の
頃
を
い
つ
と
定
め
て
時
鳥
お
の
が
五
月
も
つ
れ
な
か
る
ら
ん
」（
宗
尊
親
王
三
百
首
・
夏
・
七
九
）
に
も
倣
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
㊽
雲
払はら
ふ
嵐
や
松
に
残
る
ら
む
時し
く雨
れ
て
澄す
め
る
山
の
端は
の
月
（
月
・
十
六
番
・
三
〇
）
　
歌
境
は
、「
雨
後
冬
月
と
い
ふ
心
を
」
を
詠
ん
だ
「
今
は
と
て
寝
な
ま
し
も
の
を
時
雨
れ
つ
る
空
と
も
見
え
ず
澄
め
る
月
か
な
」（
新
古
今
集
・
冬
・
六
〇
〇
・
良
暹
）
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
親
行
も
、
こ
の
歌
を
意
識
は
し
て
い
よ
う
か
。「
時
雨
れ
て
澄
め
る
」
は
、
時
雨
れ
て
か
ら
後
に
澄
ん
で
い
る
、
と
い
う
意
味
に
解
し
て
も
も
ち
ろ
ん
通
意
だ
が
、
時
雨
れ
て
い
る
の
に
澄
ん
で
い
る
、
と
い
う
意
味
に
解
し
た
い
。
そ
れ
は
、
親
行
の
意
図
が
、「
松
」
に
吹
き
残
る
「
嵐
」
の
音
が
「
時
雨
れ
て
」
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
と
す
る
趣
向
立
て
に
あ
る
と
見
る
か
ら
で
る
。
そ
の
発
想
は
、
新
古
今
時
代
の
「
時
雨
れ
ゆ
く
松
の
緑
は
空
晴
れ
て
嵐
に
曇
る
峰
の
紅
葉
葉
」（
六
百
番
歌
合
・
冬
・
落
葉
・
四
九
二
・
寂
蓮
）
や
「
梢
吹
く
嵐
の
音
を
時
雨
に
て
下
紅
葉
す
る
松
も
あ
り
け
り
」（
正
治
初
度
百
首
・
秋
・
三
四
六
・
守
覚
法
親
王
）、
あ
る
い
は
「
散
り
か
か
る
峰
の
紅
葉
に
染
め
か
ね
て
嵐
は
松
の
時
雨
な
り
け
り
」（
正
治
後
度
百
首
・
紅
葉
・
一
〇
三
八
・
源
親
行
の
和
歌
注
解
補
遺
三
五
慈
円
）
等
に
依
拠
し
て
い
る
と
思
し
い
。
　
左
の
忠
景
詠
「
秋
は
な猶ほ
影かけ
澄す
み
ま
さ
る
月
ぞ
と
も
涙なみた落お
と
さ
ぬ
人
や
見み
る
ら
ん
」（
二
九
）
が
勝
つ
。
そ
の
忠
景
詠
は
、「
つ
れ
な
く
て
涙
落
と
さ
ぬ
人
も
あ
ら
じ
心
見
が
ほ
に
澄
め
る
月
か
な
」（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
秋
・
五
一
四
・
家
良
）
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
か
。
こ
の
『
百
首
歌
合
建
長
八
年
』
は
、
将
軍
宗
尊
親
王
の
手
許
に
も
在
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
こ
の
一
首
も
宗
尊
は
「
荻
の
葉
に
風
の
音
こ
そ
聞
こ
ゆ
な
れ
涙
落
と
さ
ぬ
人
は
あ
ら
じ
な
」（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
一
五
八
）
と
摂
取
し
て
い
る
。
宗
尊
に
近
仕
し
た
忠
景
が
、
こ
の
歌
合
を
披
見
し
得
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
参
考
、
拙
著
『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
、
青
舎
）、『
竹
風
和
歌
抄
新
注　
上
・
下
』（
令
元
・
八
・
九
、
青
舎
）
　
㊾
雪ゆき
は花な
ほを
ふ
る
野
の々
小
篠
埋うつ
も
れ
て
枯か
れ
ぬ
緑みとりも
春
や
待
つ・
ら
ん
（
雪
・
廿
二
番
・
四
二
）
　
底
本
は
初
句
「
ゆ
き
花
を
」
と
あ
る
。
雪
を
花
に
見
立
て
た
り
喩
え
た
り
し
て
言
う
「
雪
花
」
の
語
は
、
近
世
誹
諧
に
は
あ
る
が
、
こ
の
時
代
の
歌
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
意
改
と
見
て
「
雪
は
な
ほ
」
に
改
め
る
。
初
二
句
は
、「
雪
は
な
ほ
降
る
」
か
ら
、「
ふ
る
」
を
掛
詞
に
、
大
和
国
の
歌
枕
「
布
留
野
」「
の
小
篠
」
へ
鎖
る
。「
冬
草
と
見
え
し
春
野
の
小
篠
原
弥
生
の
雨
に
深
緑
な
る
」（
堀
河
百
首
・
春
・
春
雨
・
一
六
七
・
仲
実
）
や
「
春
雨
の
布
留
野
の
小
篠
よ
よ
経
て
も
さ
ら
に
緑
の
色
ま
さ
り
け
り
」（
千
五
百
番
歌
合
・
春
三
・
三
二
一
・
有
家
）
等
が
、
親
行
の
念
頭
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。「
枯
れ
ぬ
緑
」
は
、
後
代
の
正
徹
の
「
い
か
な
れ
ば
磯
の
岩
ほ
を
越
す
浪
に
し
ほ
じ
む
苔
の
枯
れ
ぬ
緑
ぞ
」（
草
根
集
・
雑
・
岩
上
苔
・
九
五
九
七
）
が
目
に
入
る
程
度
の
新
奇
な
措
辞
で
、
雪
の
下
の
緑
が
春
を
待
つ
か
と
い
う
意
想
も
、
南
朝
の
花
山
院
長
親
の
「
年
暮
れ
て
雪
の
下
な
る
松
が
枝
も
緑
そ
ふ
べ
き
春
や
待
つ
ら
ん
」（
耕
雲
千
首
・
冬
・
歳
暮
松
・
五
九
六
）
を
見
出
だ
し
得
る
に
し
て
も
、
新
鮮
で
は
あ
る
。
　
左
の
忠
景
詠
「
花
の
頃比
問と
は
で
過
ぎ・
に
し
憂う
き
人
の
残
る
情
け・
を
雪ゆき
に
待
つ・
か
な
」（
四
一
）
と
は
持
で
、「
何
れ・
も
宜
し・
く・
て
」
と
い
う
小
字
の
注
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
宜
し
き
持
で
あ
る
。
忠
景
詠
は
、
春
の
花
を
訪
問
す
る
こ
と
な
く
行
き
過
ぎ
た
薄
情
な
人
の
、
せ
め
て
三
六
残
る
情
け
を
頼
ん
で
、
冬
の
雪
の
景
趣
に
そ
の
訪
れ
を
待
つ
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。「
山
里
は
雪
降
り
つ
み
て
道
も
な
し
今
日
来
む
人
を
あ
は
れ
と
は
見
む
」（
拾
遺
集
・
冬
・
二
五
一
・
兼
盛
）
を
淵
源
と
し
て
、「
雪
」
に
尋
ね
訪
れ
る
「
人
」
を
情
け
あ
る
と
言
う
通
念
と
類
型
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、「
子
猷
尋
戴
」
の
故
事
も
そ
れ
に
少
し
与
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。「
日
数
ふ
る
雪
踏
み
分
け
て
問
は
ば
こ
そ
人
の
情
け
も
深
し
と
は
見
め
」（
民
部
卿
家
歌
合
建
久
六
年
・
深
雪
・
一
六
五
・
有
家
）
や
「
今
朝
の
雪
に
情
け
な
き
名
や
残
し
て
ん
跡
を
惜
し
み
て
人
を
問
は
ず
は
」「
降
る
雪
に
お
の
が
情
け
を
見
せ
が
ほ
に
冬
の
里
問
ふ
小
野
の
山
人
」（
正
治
初
度
百
首
・
冬
・
六
六
五
・
慈
円
、
一
九
七
一
・
二
条
院
讃
岐
）
等
と
詠
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
忠
景
詠
は
、
こ
う
い
っ
た
通
念
と
類
型
を
踏
ま
え
て
い
る
。「
残
る
情
け
」
は
珍
し
い
句
形
で
あ
る
。「
花
の
頃
」
に
つ
い
て
は
、「
大
方
の
春
に
よ
そ
な
る
宿
な
れ
ば
花
の
頃
だ
に
問
ふ
人
は
な
し
」（
東
撰
六
帖
・
春
・
桜
・
二
〇
四
・
基
兼
）
が
忠
景
の
視
野
に
入
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
　
㊿
あ
ら
は
れ
て
袖
に
ぞ
余あま
る
思
ひ
塞せ
く
心
の
う
ち
の
た
ぎ
つ
白
波
（
恋
・
廿
八
番
・
五
四
）
　
「
思
ひ
塞
く
心
の
内
の
た
き
な
れ
や
落
つ
と
は
見
れ
ど
音
の
聞
こ
え
ぬ
」（
古
今
集
・
雑
上
・
九
三
〇
・
三
条
の
町
）
を
本
歌
に
す
る
。
「
た
ぎ
つ
白
波
」
は
、『
万
葉
集
』
以
来
の
歌
詞
で
、
例
え
ば
定
家
に
は
「
今
は
た
だ
我
が
身
ひ
と
つ
の
思
ひ
河
う
た
か
た
き
え
て
た
ぎ
つ
白
波
」（
拾
遺
愚
草
・
二
八
三
二
。
壬
二
集
・
三
一
六
〇
）
の
作
例
が
あ
る
。
親
行
詠
の
「
た
ぎ
つ
白
波
」
は
、
激
し
く
流
れ
落
ち
る
恋
の
涙
の
比
喩
で
あ
る
。「
人
目
を
ば
つ
つ
む
と
思
ふ
に
塞
き
か
ね
て
袖
に
余
る
は
涙
な
り
け
り
」（
千
載
集
・
恋
一
・
六
九
七
・
宗
家
。
新
勅
撰
集
・
恋
一
・
六
六
四
）
や
「
恋
衣
袖
の
白
波
塞
き
か
ね
て
逢
ふ
瀬
も
知
ら
ぬ
涙
川
か
な
」（
正
治
初
度
百
首
・
恋
・
一
五
七
九
・
範
光
）
が
、
親
行
に
意
識
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
　
左
の
忠
景
詠
「
人
目め
守も
る
袖
よ
り
外
の
袖
も
が
な
忍
ぶ
思おも
ひ
の
涙なみた
し
ほ絞ら
ん
」（
五
三
）
が
勝
つ
。
忠
景
詠
の
上
の
三
句
は
、『
古
今
集
』
の
「
人
目
守
る
我
か
は
あ
や
な
花
薄
な
ど
か
ほ
に
い
で
て
恋
ひ
ず
し
も
あ
ら
む
」（
恋
一
・
五
四
九
・
読
人
不
知
）
と
、『
後
撰
集
』
の
「
我
な
ら
ぬ
草
葉
も
物
は
思
ひ
け
り
袖
よ
り
外
に
置
け
る
白
露
」
及
び
「
大
空
に
お
ほ
ふ
ば
か
り
の
袖
も
が
な
春
咲
く
花
を
風
に
ま
か
せ
源
親
行
の
和
歌
注
解
補
遺
三
七
じ
」（
雑
四
・
一
二
八
一
・
忠
国
、
春
中
・
六
四
・
読
人
不
知
）
の
、
各
句
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
感
じ
が
あ
る
。
結
句
の
「
涙
絞
ら
ん
」
は
新
奇
で
あ
る
。
　
以
上
、
判
は
五
番
中
、
忠
景
詠
の
勝
四
番
、
持
一
番
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
親
行
の
歌
の
評
価
は
低
い
。
忠
景
の
歌
が
特
に
優
れ
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
総
じ
て
親
行
の
歌
が
巧
み
過
ぎ
て
い
て
、
や
や
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
よ
う
か
。
お
わ
り
に
　
親
行
の
歌
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、「
源
親
行
の
和
歌
注
解
」
を
基
に
、「
源
親
行
の
和
歌
の
様
相
」（『
こ
れ
か
ら
の
国
文
学
研
究
の
た
め
に
―
―
池
田
利
夫
追
悼
論
集
』
平
二
六
・
一
〇
、
笠
間
書
院
）
に
述
べ
た
。
今
回
の
補
遺
に
よ
っ
て
、
そ
の
論
を
大
き
く
改
め
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
が
、
細
か
な
点
に
つ
い
て
は
、
別
に
補
正
を
期
し
た
い
と
思
う
。
